




【目的】ライフスタイルや価値観の多様化や食環境の変化の中で,ひとりひとりの子ども

が各々の生活の質(QOL)の向上につながる健康な食生活を営み,食生活習慣を確立すること

が望まれている．

　本研究は乳幼児の発育・発達に応じ,健康状態やライフスタイル,保育形態等に対応した

栄養・食生活の在り方を検討し,その成果をふまえた実践的な食生活指導マニュアル(保育

所給食を含む)並びに食教育の進め方(教材開発を含む)の枠組みの構築と実践事例の提案

を行い,関連の行政施策や教育の資料に供する.次の 4 側面からの研究が計画された.総合

討論で各研究のプロセスや成果を共有し合い,研究目的の中での各研究班の分担役割の確

認を行いつつ研究を進めた.すなわち,

1.乳幼児の食生活習慣形成と食教育に関する研究(足立己幸)

　a.乳幼児の食生活習慣形成のしくみを食教育や食環境との関連で明らかにし,その成果

と現代社会における食教育へのニーズに対応した学習者参加の“楽しい食教育”の枠組を

構築する.b.幼児,母親や家族,保育関係者等を対象とする食教育の実践事例(教材等)を分

析し,対象や目的に合わせた食教育プログラムのマニュアルの基礎項目を抽出する.

2.乳幼児の栄養・食生活の在り方に関する研究(坂本元子)

　栄養法別の離乳食の現状及び幼児の食物摂取の現状を全国数カ所の地域で調査し,幼児

の食生活の現状を把握する．それに基づき,新しい幼児の身長別標準体重に添って,栄養所

要量及び食品構成を策定し,特に保育所における給与栄養目標量を策定する.現代の幼児の

食の問題に対応した,食生活指導マニュアルを作成し,行政指導の資料に供する.

3.栄養法と健康疾病に関する研究(守田哲朗)

①国内外における母乳栄養の推進方策を検討し,わが国での活動に資する.②乳児栄養別に

発育や罹患状況を再検討し,現時点における母乳栄養の有利性を検証する.③母乳中の有害

化学物質について検討し,母乳の安全性を検証する.

4.アレルギー児の食生活指導の在り方に関する研究(戸谷誠之)

　我が国の母子保健ではこれまでに充分な指導指針等がみられなかった低体重児の発育に

合わせた栄養補給の在り方,何らかの理由で身体・摂食障害を持つ児の食生活の評価や指

導,或いはアレルギー児の食生活指導の在り方など,日常生活に密着した具体的な指導方針

やそのマニュアル作成を目的として研究を行う.


